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明治３４年（１９０１年）開校の旧制第七高等学校造士館にルーツを持つ鹿児島大学理学部ですが、百

年を超えるその歩みの中で新制大学へと移り変わり、昭和４０年（１９６５年）の理学部創設、平成１６年

（２００４年）の国立大学法人化を経て今日を迎えます。教育機関の置かれ方の変遷は、いつの時代におい

ても、その教育効果をより良い社会の実現へ結びつけたいと願った先人たちの思いの発現ではないかと思

います。その流れは普遍的なものであり、近年も社会における大学の在りようはたびたび議論され、学生と

向き合う現場でも様々な模索が続くのを肌身で感じています。ここ１０年程で見られるようになった、とて

も現代的な活動の一つに、市民に対する研究現場の公開が挙げられるでしょう。本稿ではその一例としての

催しを紹介します。 

筆者が属する鹿児島大学理学部物理科学科宇宙コースは電波と赤外線による観測天文学が盛んです。平

成１３年（２００１年）に国立天文台VERAプロジェクトの直径２０メートル電波望遠鏡が農学部入来牧場

内に建設され、私たちが暮らす天の川銀河の立体地図作りを目標にした研究が始まりました。地球の公転が

星の運行に投影されることによる見かけの動き（年周視差）を精密に計測することで、従来にない高い精度

で星の距離を測定することができ、研究は今も続いています。その現場を学生と教員が共に市民向けに紹介

する場としての催し「八重山高原星物語」も始まりました。薩摩川内市、鹿児島大学理学部などの多くの共

催によるこの催しは毎年８月の上旬に開催されます。人里離れた山間部にも関わらず、この日の観測所は多

くの人で賑わいます。催しの目玉は高さ２３メートルの電波望遠鏡へ上る見学ツアーで、アンテナの上から

は西に川内川と東シナ海、東には錦江湾奥部の隼人周辺を望むことができます。理学部を中心とする学生た

ちは、多くの大人や子供たちに天文学の新たな知見や自身の研究について生き生きと語ることができます。

また、同時に学生たちは周囲と子供たちの眼差しから、研究の枠を超えた幅広いことも感じ取っています。 

鹿児島大学同窓会の皆様方、新しい

元号となる２０１９年の８月、どうぞ

入来観測局へおいで下さい。現在の大

学の雰囲気の一端を感じていただける

と幸いです。涼しい入来の高原で学生

と共にお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上：国立天文台 VERA入来観測所と鹿児島大学１ｍ光赤外線望遠鏡ドーム 

写真左：学生の話に聞き入る子供たち   写真右：理学部を中心とした学生たちと筆者（左端） 


